
備 考

　うち、専門科目専任者

別記様式第２号（その１の３）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

56科目機械制御工学科 19科目 15科目 90科目 1 167単位

準学士（工
学）

工学関係
令和７年４
月
新１年次

フ リ ガ ナ サ セ ボ コ ウ ギ ョ ウ コ ウ ト ウ セ ン モ ン ガ ッ コ ウ

高等専門学校の名称 佐世保工業高等専門学校

高等専門学校の位置 長崎県佐世保市沖新町１番１号

計 画 の 区 分 高等専門学校の学科の設置

フ リ ガ ナ ド ク リ ツ ギ ョ ウ セ イ ホ ウ ジ ン コ ク リ ツ コ ウ ト ウ セ ン モ ン ガ ッ コ ウ キ コ ウ

設 置 者 独立行政法人国立高等専門学校機構

高等専門学校の目的

1.佐世保工業高等専門学校（以下「本校」という。）は，教育基本法の精神にのっとり，学校教育法
に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を養い，もって創造的な知性と豊かな人間
性を備えた有為な技術者を育成することを目的とする。
2.本校は，前項の目的を達成するための教育研究を行い，その成果を広く社会に提供することによ
り，社会の発展に寄与するものとする。
なお、本校は、令和３年度に数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度の認定を受けてお
り、卒業生全員が数理情報・AIについての基礎知識を身に着けることを目指している。
また、本校は、高専機構として取り組んでいる半導体人財育成事業の拠点校として半導体教育を先行
実施しており、我が国の半導体人材育成と半導体産業の発展に寄与することを目指している。

新 設 学 科 の 目 的

昨今、AIやIoTなどの情報技術は、加速度的に進歩しており、加えて、複数の分野を有機的につなげ
ることにより、さまざまな分野で技術革新を起こす源となっている。このような社会情勢から、実践
的な情報人材を育成するためのカリキュラムを構築することは急務である。一方で、高度な情報技術
の修得と同時に、それらの知識の本質、つまり、さまざまな社会課題に対して、適切に情報技術を活
用できる力が必要である。これらは、西九州テクノコンソーシアム（西九州地域の産学連携組織で、
佐世保高専校長が会長を務めている組織）の会員企業に対するアンケートからも同様の声がうかがえ
る。このような背景から、機械制御工学科、情報知能工学科、化学・生物工学科を新設する。

新
設
学
科
の
概
要

新設学科の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

長崎県佐世保市
沖新町１番１号

称号 学科の分野
開設時期及
び開設年次

所　在　地

225

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

機械制御工学科 5 45 - 225

情報知能工学科 5 45 - 225

化学・生物工学
科

5 45 -

講義 演習 実験・実習 計

同一設置者内におけ
る 変 更 状 況
（定員の移行，名称
の 変 更 等 ）

機械工学科（廃止）    （△40）※令和７年４月学生募集停止
電子制御工学科（廃止）（△40）※令和７年４月学生募集停止
物質工学科（廃止）    （△40）※令和７年４月学生募集停止

電気電子工学科〔定員増〕（5）（令和７年４月）

計 135 675

59科目情報知能工学科 14科目 12科目 85科目 1 167単位

167単位

学科の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

化学・生物工学科 62科目 13科目 16科目 91科目 1

教育
課程

新設学科の名称
開設する授業科目の総数

学級数 卒業要件単位数

 うち，一般科目担当基幹教員
0 0 0

新

設

（0）

（0）

ａ．専門科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

4人 2人 2人 3人

情報知能工学科
6 3 1 2

0

機械制御工学科

（0）

0

（0）

人 人 人 人

4 2 2 3

人

（4） （2） （1） （2） （9） （0） （0）

11 0 0

高等専門学校設置基準第
６条第９項に定める専ら
当該高等専門学校の教育
に従事する基幹教員の数
１１人

（0） （0） （0） （0） （0）

（0）
ｂ．一般科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

ａ．一般科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

0 0 0 0 0

（0）

（0）

 うち，専門科目担当基幹教員
0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

11人

（4） （2） （1） （2） （9）
ｂ．専門科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

12

 うち，一般科目担当基幹教員
0 0 0 0 0

0 0

（6） （3） （1） （2） （12） （0） （0）

（0） （0） （0） （0）

（0）

高等専門学校設置基準第
６条第９項に定める専ら
当該高等専門学校の教育
に従事する基幹教員の数
１２人

（0） （0） （0） （0） （0）

（0）

（0）

ａ．一般科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）
ｂ．一般科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

 うち，専門科目担当基幹教員
0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）
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　うち、専門科目専任者

　うち、専門科目専任者

　うち、専門科目専任者

　うち、専門科目専任者

分

6 3 1 2

電気電子工学科
2 3 1 5

 うち，一般科目担当基幹教員
0 0 0 0 0

11 0 0

（3） （3） （1） （3） （10） （0） （0）

（0） （0） （0） （0）

（0）

高等専門学校設置基準第
６条第９項に定める専ら
当該高等専門学校の教育
に従事する基幹教員の数
１０人

（0） （0） （0） （0） （0）

（0）

（0）

ａ．一般科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）
ｂ．一般科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

ａ．専門科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

2 3 1 5 11

（3） （3） （1） （3） （10）

 うち，専門科目担当基幹教員
0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

ｂ．専門科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

ａ．専門科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

12

（6） （3） （1） （2） （12）
ｂ．専門科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

化学・生物工学科
3 3 1 3 10

 うち，一般科目担当基幹教員
0 0 0 0 0

0 0

（3） （3） （1） （1） （8） （0） （0）

高等専門学校設置基準第
６条第９項に定める専ら
当該高等専門学校の教育
に従事する基幹教員の数
１０人

（0） （0） （0） （0） （0）

（0）

（0）

（0）

ａ．一般科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）
ｂ．一般科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

ａ．専門科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

3 3 1 3 10

（3） （3） （1） （1） （8）

 うち，専門科目担当基幹教員
0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

ｂ．専門科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

計
13 8 4 8 33 0 0

(13) (8) (3) (5) (29) （0） （0）

基幹教育科
5 7 5 3

 うち，一般科目担当基幹教員
0 0 0 0

20 0 0

（7） (8） （5） （2） （22） （0） （0）

0 高等専門学校設置基準第
６条第９項に定める専ら
当該高等専門学校の教育
に従事する基幹教員の数
２２人

（0） （0） （0） （0） （0）

（22）

（0） （0） （0） （0）

ｂ．一般科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

ａ．一般科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

5 7 5 3 20

（7） (8） （5） （2）

 うち，専門科目担当基幹教員
0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）
ａ．専門科目担当基幹教員のうち，専ら当該高等専門学
校
　　の教育に従事する者

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

計
7

合　　　　計
20

(11) (6) (5) (32)

10 6 8 31

18 10 16 64

既

設

分

ｂ．専門科目担当基幹教員のうち，年間８単位以上の授
業
　　科目を担当する者（ａに該当する者を除く。）

0 0 0 0 0

（0）

0 0

(10) （0） （0）

0 0

（0） （0）(23) (19) (9) (10) (61)

職　　　種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
45人 －人 45人

（45） （－）

図 書 館 職 員
4 － 4

（4） （－） （4）

（45）

技 術 職 員
13 － 13

（13） （－） （13）

指 導 補 助 者
0 0 0

（0） （0） （0）

そ の 他 の 職 員
2 15 17

（2） （15） （17）

合 計 62,702㎡ －㎡

計
64 15 79

（64） （15） （79）

－㎡ 62,702㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 62,702㎡ － ㎡ －㎡ 62,702㎡

そ の 他 －㎡ －㎡ －㎡

校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

－㎡

22,011㎡ －㎡ －㎡ 22,011㎡

（　　　　　　㎡） （　　　　－　　㎡） （　　　　　－　㎡） （　　　　　　㎡）

〔うち外国書〕 電子ジャーナル
点

冊 〔うち外国書〕 種

教
室

26室

図
書
・
設
備

新設学科の名称

図書 学術雑誌 機械・器具 標本

〔うち外国書〕

－

（44,400〔1,820〕） （　0 〔　0〕） (2,711〔17〕)） （2,500〔2,500〕） 〔　1,553　〕 （　　－　　　）

点

高専全体
45,200〔1,860〕　 58〔   0〕　 2,711〔17〕　 2,500〔2,500〕 1,553

－

（44,400〔1,820〕） （ 　0 〔　0〕） (2,711〔17〕) （2,500〔2,500〕） 〔　1,553　〕 （　　　－　　）
計

45,200〔1,860〕　 58〔   0〕　 2,711〔17〕　 2,500〔2,500〕 1553

〔うち外国書〕 電子図書
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令和7年度より学生募集
停止

令和7年度より学生募集
停止

令和7年度より学生募集
停止

（注）

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

1,938㎡ ㎡ ㎡

国費による

教員１人当り研究費等 ― ― ― ―

経 費の
見 積り
及 び維
持 方法
の 概要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 ― ― ―

―

共 同 研 究 費 等 ― ― ― ― ―

第３年次 第４年次 第５年次

― ― ―

設 備 購 入 費 ― ― ― ― ― ―

―

学生納付金以外の維持方法の概要

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 佐世保工業高等専門学校

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次

― ― ― ―

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍 長崎県佐世保市沖新
町1番1号

機械工学科 ５年 40 － 200 準学士（工学） － 昭和37
年度

－ 昭和63
年度

物質工学科 ５年 40 －

３　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

４　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

附属施設の概要

名称：実習工場
目的：機械工作の実習
所在地：長崎県佐世保市沖新町１番１号
設置年：昭和39年
規模等：建物677㎡

１　私立の高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室」，「図書・設備」及び「スポーツ施設等」の欄に記入せず，斜線

　を引くこと。

２　高等専門学校の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室」，「図書・設備」，「スポーツ施設等」及び「経費の

200 準学士（工学） － 昭和41
年度

電気電子工学科 ５年 40 昭和37
年度

－ 準学士（工学）200 －

　見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

電子制御工学科 ５年 40 － 200 準学士（工学）

-基本計画書- 3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1通 2 ○ 兼2

1通 2 ○ 兼2

2通 2 ○ 兼2

3通 2 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3通 2 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1☆

4前 1 ○ 兼1☆

5前 1 ○ 兼1☆

1通 4 ○ 1 兼6

1通 4 ○ 1 兼6

2通 2 ○ 1 兼6

2・3通 8 ○ 1 兼6

2・3通 4 ○ 兼1

1通 4 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1～3通 6 ○ 兼2

4通 2 ○ 兼2

5通 1 ○ 兼2

2後 1 ○ 兼3

1～3通 12 ○ 兼5

4後・5前 2 ○ 兼5☆

1～3通 3 ○ 兼1

4後・5前 2 ○ 兼5☆

1通 2 ○ 1 兼6

2後 1 ○ 兼3

2通 2 ○ 兼4

3通 2 ○ 1 兼19

4前 1 ○ 兼3☆

1前 1 ○ 兼1

－ 81 6 兼27

5通 2 ○ 兼1

－ 2 兼1

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

5前 2 ○ 1 ☆

4後 2 ○ 1 ☆

2通 2 ○ 1

3通 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

情報処理

国語Ⅰ

基礎線形代数

必
修
科
目

地域課題探究

グローカルリテラシー

デジタルヒューマニティーズ

情報リテラシー

英会話

コミュニケーション

リベラルアーツⅠ

リベラルアーツⅡ

小計（32科目）

選
択
科

目

科学英語

科学技術と社会

基礎数学Ⅰ

基礎数学Ⅱ

基礎生物工学

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（化学・生物工学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

国語Ⅱ

文学探究

国語Ⅲ

社会総合Ⅰ

微分積分

物理

化学

生物

保健体育

スポーツと健康Ⅰ

社会総合ⅡA

社会総合ⅡB

世界の情勢と日本の歩み

国際関係論

技術者倫理

スポーツと健康Ⅱ

芸術

英語

小計（1科目） －

情報セキュリティ基礎

データ解析

データサイエンス工学

分析化学

無機化学

有機化学Ⅰ

一
般
科
目

プログラミング

中国語

基礎物質化学

工学基礎

-教育課程等の概要- 1



3通 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 ☆

4後 2 ○ 1 ☆

4後 2 ○ 1 ☆

2前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

4前 2 ○ 1 ☆

5前 2 ○ 1 ☆

4後 2 ○ 1 ☆

3前 1 ○ 1

4前 2 ○ 1 ☆

5前 2 ○ 1 ☆

3通 2 ○ 1

4前 2 ○ 1 ☆

5後 2 ○ 1 ☆

5前 1 ○ 1 ☆

5前 2 ○ 1 ☆

4後 2 ○ 1 ☆

4前 2 ○ 1 ☆

5後 1 ○ 1 ☆

5後 1 ○ 1 ☆

5前 1 ○ 1 ☆

4後 2 ○ 1 ☆

1後 1 ○ 1

2通 5 ○ 1

3通 5 ○ 1

4通 5 ○ 1 ☆

4前 2 ○ 1 ☆

5前 3 ○ 1 ☆

5通 11 ○ 1

－ 86 20 18 3

4前・5前 1 ○ Ａ兼1

4後・5後 1 ○ Ａ兼1

4前・5前 1 ○ Ａ兼2

4後・5後 1 ○ Ａ兼2

4前・5前 1 ○ 1 Ａ

4後・5後 1 ○ 1 Ａ

4前・5前 1 ○ Ａ兼5

4後・5後 1 ○ 2 Ａ

4前・5前 1 ○ 1 Ａ

4通 2 ○ 1

4通 1 ○ 1

1～5通 5 ○ 1 Ａ

1～5通 10 ○ 1 Ａ

1～5通 5 ○ 1 Ａ

1～5通 10 ○ 1 Ａ

－ 9 33 9 1 1 兼9

－ 167 9 35 29 25 4

物理化学Ⅰ

物理化学Ⅱ

プロセス解析工学

確率統計

１時限の授業時間

修得累計単位数が167単位以上（そのうち一般科目81単位以上，専門科目
86単位以上）、および特別活動（3単位）を修了していること。
情報系基盤技術教育プログラム履修生は、通常の卒業要件となる単位に
加え、選択科目の内、「Ａ群から３単位以上」若しくは、「Ａ群から２
単位以上＋Ｂ群から１単位以上」を修得すること。 ９０分

２期

１学期の授業期間 １５週

反応工学

物質化学実験２

－

専
門
科
目

必
修
科
目

小計（41科目） －

選
択
科
目

機能材料科学

細胞・遺伝子工学

環境工学

ロジスティクス

機器分析

有機化学Ⅱ

一般物理

物理化学Ⅲ

化学工学Ⅰ

イノベーション創成Ⅱ

小計（15科目）

技術国際研修

国際研修Ⅰ

国際研修Ⅱ

創作実習

半導体製造プロセス

ＩｏＴ基礎

ロボット工学基礎

化学工学Ⅱ

半導体工学概論

有機化学Ⅳ

高分子化学

微生物学序論

生物化学Ⅰ

生物化学Ⅱ

生物化学Ⅲ

生物工学

有機化学Ⅲ

－

準学士 学位又は学科の分野 工学関係

授業期間等

１学年の学期区分

合計（科目）

卒業要件及び履修方法

学位又は称号

計算科学

物質化学実験１

画像工学基礎

社会実装技術

物質化学実験３

物質化学実験４

物質化学実験５

卒業研究

イノベーション創成Ⅰ

機器分析基礎

離散数学

工場実習
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　学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目のうち，臨地実務実習については「実験・実習」の欄に「臨」の文字を，連携実務

　演習等については「演習」又は「実験・実習」の欄に「連」の文字を記入すること。

６　課程を前期課程及び後期課程に区分する専門職大学若しくは専門職大学の学部等を設置する場合又は前期課程及び後期課程に区

　分する専門職大学の課程を設置し，若しくは変更する場合は，次により記入すること。

　（１）各科目区分における「小計」の欄及び「合計」の欄には，当該専門職大学の全課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教

　　　員等の配置」に加え，前期課程に係る科目数，「単位数」及び「専任教員等の配置」を併記すること。

　（２）「学位又は称号」の欄には，当該専門職大学を卒業した者に授与する学位に加え，当該専門職大学の前期課程を修了した者

　　　に授与する学位を併記すること。

　（３）「卒業・修了要件及び履修方法」の欄には，当該専門職大学の卒業要件及び履修方法に加え，前期課程の修了要件及び履修

　　　方法を併記すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受け

　ようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を

　受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

５　「授業形態」の欄は，各授業科目について，該当する授業形態の欄に「○」を記入すること。ただし，専門職大学等又は専門職

　考に係るものを含む。）についても作成すること。

　門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関する基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科における通信

　教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与する学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

一
般
科
目

必
修
科
目

国語Ⅰ

アクティブラーニング型の講義形態で授業を執り行う。
日本語で記された文章を教材として、読解力、論理的思考力、口頭・
文章表現力を身につける。同時に、自己や他者の考え・価値観に対す
る理解を深め、社会に対する判断力、批判力を身につける。
本科目ではとくに日本語の構造、また書き言葉・話し言葉などそれぞ
れの場合における文章について理解し、それをもとに基本的な読解・
文章表現力を身につける。また、文学的文章の構造も理解し、読みの
基礎を身につけることを目標とする。
授業は、前期前半で日本語の文法的理解を取り組み、以後論理的文
章・文学的文章に交互に取り組み、相互の力をバランスよく身につけ
ていく。

一
般
科
目

必
修
科
目

文学探究

ICT機器を使用した、アクティブラーニング型の講義形態で授業を執
り行う。
前近代日本において読まれた、あるいは記された作品などを取り上
げ、それぞれの時代の価値観や社会と文学のかかわりとともに、時代
を越えて受け継がれ人間の普遍的なありようについて学ぶ。また、言
語の変遷を学ぶことで、現代の日本語への知見を深め、それを新たな
ものづくりやデザインに活かす方法を考案する。
授業は、まず日本語の歴史について学び、それぞれの時代の文学を取
り扱いながら、言語や価値観の変遷をたどる。それらで身につけた知
見をもとに、最終的には探究型の学習を進め、口頭発表をする。

一
般
科
目

必
修
科
目

国語Ⅱ

アクティブラーニング型の講義形態で授業を執り行う。
日本語で記された文章を教材として、読解力、論理的思考力、口頭・
文章表現力を身につける。同時に、自己や他者の考え・価値観に対す
る理解を深め、社会に対する判断力、批判力を身につける。
本授業では、科学的な評論文を多く用いながら科学と社会について思
考し、自らの考えを記す力、また文学的文章は分析的に読み解く方法
を身につける。
授業は、前期前半で日本語の文法的理解を取り組み、以後論理的文
章・文学的文章に交互に取り組み、相互の力をバランスよく身につけ
ていく。

一
般
科
目

必
修
科
目

国語Ⅲ

講義形態での授業を執り行う。
日本語で記された文章を教材として、読解力、論理的思考力、口頭・
文章表現力を身につける。同時に、自己や他者の考え・価値観に対す
る理解を深め、社会に対する判断力、批判力を身につける。
本授業では、アカデミックな場における論文執筆に備えた批判的思考
や語彙を身につける。
授業は、前期前半で日本語の文法的理解を取り組み、以後論理的文
章・文学的文章に交互に取り組み、相互の力をバランスよく身につけ
ていく。

一
般
科
目

必
修
科
目

社会総合Ⅰ

70億人を超える私たち人類が生存できる太陽系第三惑星「地球」の特
性を学ぶ。太陽系の中での地球と月の起源、地球の自転・公転による
影響、日本列島の形成過程、世界の地形や気候などの基礎知識を習得
し、火山災害・水害・地震など自然災害との関連、地球環境・自然環
境と人間社会との関係、人間の経済活動と地球環境問題とのつながり
等について学ぶ。講義を中心とするが、学生によるグループワーク、
それに基づく学生発表も実施する。

一
般
科
目

必
修
科
目

社会総合ⅡA

現代社会に生きる私たちにとってつながりの深い、中世末期から近代
に至る世界史の流れの概略について、欧米諸国の世界史を中心に学習
する。欧米諸国で起こった市民革命に至る過程の諸事象（中世末期
ヨーロッパ封建社会、ルネサンス、大航海時代、宗教改革など）の背
景・特徴・意義を理解し、イギリス・アメリカ・フランスで起きた市
民革命の特徴と意義、これにより生まれた近代国家・近代社会の特徴
と問題点、さらに産業革命・資本主義社会の成立とその問題点などを
学ぶ。

一
般
科
目

必
修
科
目

社会総合ⅡB

現代社会の政治や経済に関して、民主主義や資本主義の考え方や意義
を学ぶ。民主主義・日本国憲法の基本原理、現在の日本の政治制度や
経済の基本的な仕組みとその形成過程、現代経済の変化と福祉の向上
等について学び、その概略を国際的な視野で理解した上で、民主主
義・資本主義が現代における日本の社会にどう関わるかを学ぶ。これ
らを通じ、国際的な視野を持ちを持つことで、現代の政治や経済の問
題点を広い視野から考える力を養うことを目標とする。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要
（化学・生物工学科）

科目
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一
般
科
目

必
修
科
目

世界の情勢と日本の歩み

世界史的視野を持ちながら、日本の江戸時代から近代、現代への歩み
についての概略を学習する。東アジア諸国との諸関係の中で発展を続
けた江戸時代の日本、近代化を遂げた欧米諸国が19世紀に至るまでに
日本を含む世界を一体化していく過程、帝国主義諸国の抗争を経て二
つの世界大戦に至る日本を含む世界の動向、平和の意義、第二次世界
大戦後の冷戦の展開からその終結に至る日本を含む世界の動向、そこ
で生じた諸問題、19世紀後期以降の日本とアジア近隣諸国との関係な
どについて学ぶ。

一
般
科
目

必
修
科
目

国際関係論

現代の「国民国家」がどのような歴史的過程を経て誕生し「国民」が
創出され「国民意識」は形成されていったかを理解し、国民を総動員
して戦われることになった第一次世界大戦や第二次世界大戦などの20
世紀の戦争が、国民国家の再編成や戦後世界の国際秩序を生み出した
ことを理解する。また、自国や他国、異文化、戦争などのイメージや
記憶の形成に作用する政治的、経済的、社会的利害について考えるこ
とができる。講義および学生による仮題についての考察発表を実施す
る。

☆

一
般
科
目

必
修
科
目

技術者倫理

技術が発展していく中で、技術者に対して要求されうる倫理を学び、
モノを作り出す上で必要な倫理的知識を修得する。また、技術者がモ
ラルに反しない行動をするために社会との関係性を考察する。いくつ
かの問題となる著名な事件を事例として取り上げながら、組織の視点
と個人の視点からそれぞれの事例を分析したり、技術者に必要不可欠
となる倫理と法の関係性、倫理規定の意味と目的を踏まえたうえで、
安全性とリスク・リスク管理に関することをグループワークやディス
カッション等を通じて、社会に出た後に実践・応用できる倫理観を養
う。

☆

一
般
科
目

必
修
科
目

科学技術と社会

科学技術が加速度的に発展を続ける中、技術者として要求されうる倫
理を踏まえ、社会に必要とされうることは何かを考察する。その際
に、ステークホルダーを念頭に入れながら、モノが消費者に届くまで
のプロセスやサプライチェーンを学ぶ。その中で、法律、倫理、歴
史、経済、政治、国際など様々な要因で、モノに対する価値が変化す
ることを学び、どのような状況ならばもっともよい案で消費者に届け
られるかをグループワークやディスカッション等を通じて議論し、学
生発表を行う。

☆

一
般
科
目

必
修
科
目

基礎数学Ⅰ

モノづくりの基礎である工学では、様々な部分で数学の知識が必要で
ある。本科目は高専で学ぶ数学の基礎科目として実施するものであ
る。展開や因数分解、分数式の計算などの代数計算ができるようにな
る。複素数、恒等式、因数定理などの代数的な概念を学び、実際に計
算ができることを目標にする。2次関数、分数関数、無理関数、指数
関数、対数関数などの様々な関数について学び、これらのグラフの概
形を書くことができ、実際に計算に応用できるようになる。

一
般
科
目

必
修
科
目

基礎数学Ⅱ

一般の三角形の一辺の長さや角の大きさを求めるには、三角比が用い
られる。また、物理で学ぶ波では、三角比を拡張した三角関数を用い
た表示を用いる必要がある。本科目では、工学への応用を見越して三
角関数を扱う。また、式を用いて直線や円の方程式を扱う図形と式に
ついても学習する。さらに力学で必須の概念であるベクトルについて
学び、ベクトルを用いた直線や円の方程式について学ぶ。

一
般
科
目

必
修
科
目

基礎線形代数

様々な変換は近似的には一次式の合成で表すことができる。この一次
式を理論的に扱うのが行列である。連立一次方程式を理論的に扱うた
め、回転や対称変換、拡大・縮小などを線形変換として扱うため、行
列について学ぶ。また逆行列を求めるために必要となる行列式につい
て学ぶ。行列や行列式の概念を理解するとともに、行列や行列式に関
する計算ができることを目標にする。

一
般
科
目

必
修
科
目

微分積分

数列の基礎や、数列や関数の極限値について学び、実際に計算ができ
るようになる。工学上重要な数学的手法である微分法と積分法の概念
と計算方法について学ぶ。1階および2階微分方程式の解法を学び、微
分方程式を解けるようにする。曲線の長さや曲線で囲まれた図形の面
積の求め方や関数のテイラー展開についてを学ぶ。偏微分、重積分と
いった２変数関数の微分積分について学ぶ。2変数関数の極値問題や2
変数関数を用いた体積の計算ができるようになる。

一
般
科
目

必
修
科
目

物理

本授業は、自然界の「なぜ？」を解き明かすために必要な「科学的に
考える力」を身に付けることを目的としている。２年時には、「等加
速度直線」、「運動の法則」、「仕事と力学的エネルギー」、「運動
量の保存」、「等速円運動と単振動」に関する講義および講義実験を
中心に授業を展開する。３年時には、「万有引力」、「熱量の保
存」、「気体の状態変化」、「波の性質」、「音波の伝わり方」、
「光波の伝わり方」に関する講義および講義実験を中心に授業を展開
する。さらに、自然界に成り立つ物理法則を実感し、科学的自然観を
育てることを目的として、２年間で10～12テーマの学生実験を行い、
実験レポートの作成を行う。
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一
般
科
目

必
修
科
目

化学

我々の身の回りに満ちあふれている「物質」を科学的に考察し、特に
物質の構造と化学変化を理解するための基礎理論を学習する。これら
の知識をもとに実験・演習を数多く経験することにより、将来必要と
なる化学的思考力・問題解決力を身につける。本授業は授業動画を用
いて「反転授業」を基本とした授業を行う。学生は授業の前に授業動
画を視聴し、授業用ノートを作成した上で授業に参加する。授業で
は、授業動画を基本としたさらにレベルの高い解説を行い、高学年で
行われる専門性の高い授業への基礎を作り上げる。学生実験では、専
門的なガラス器具の取り扱い、化学試薬の取り扱い、実験データの整
理、実験レポートの作成を行う。

一
般
科
目

必
修
科
目

生物

生物や生命現象にみられる特性のなかで、生物の共通性としての細
胞・代謝・遺伝子とその働き、および生態系の成り立ちと働きといっ
た現代生物学の基礎となる内容を学習し、その基本的な概念や原理・
法則を理解する。授業は対面式で行い、適宜小テスト、発問などを通
して学生の理解度を把握する。開講されるのは半年(前期or後期)だけ
だが、高学年の生化学の理解へ繋がる重要な光合成の体系的理解、遺
伝子のはたらきの理解、各元素の物質循環についてはしっかりとフォ
ローする。

一
般
科
目

必
修
科
目

保健体育

本授業は、実技を中心とした授業で、前後期1回ずつを保健の授業と
し、教室等を活用して健康等に関する授業を行い、レポート課題等を
課す。実技では、各学年に応じて1・2年時には、集団種目（ソフト
ボール、バレーボール、サッカー、バスケットボール）、3年次に
は、個人種目（バドミントン、卓球、テニス、ゴルフ）といった運動
種目の基本技能の習得および向上、ゲームの質の向上を目指し、ゲー
ムの進行や運営の仕方を学ぶ。また、新体力テストの測定を通して、
自己の体力を確認し、体力の向上を目指す。さらに、ルールや規則を
守ることや安全に留意し、他者と運動をすることを通じてリーダシッ
プやコミュニケーション能力といったライフスキルを身につける。

一
般
科
目

必
修
科
目

スポーツと健康Ⅰ

実技を中心とした授業で、前後期1回ずつを保健の授業とし、教室等
を活用して健康等に関する授業を行い、レポート課題等を課す。実技
では、ニュースポーツ（インディアカやソフトバレーボールなど）や
アダプテッドスポーツ（ドッヂビーやキックベースボールなど）と
いった、これまで経験したことのない種目について調べ、どのように
実施するかの計画を立て、実際に体験することで様々な価値観や立場
を体感する。1～3年次までの体育授業で獲得したライフスキルをさら
に向上させ、多様性について考えることができるようになることを目
的とする。

一
般
科
目

必
修
科
目

スポーツと健康Ⅱ

1～3年次に経験した集団種目や個人種目を中心に扱う実技の授業とす
る。これまでに経験してきた運動種目について、種目選択を行い、各
種目ごとに試合の計画を立て、実際に運営をし、実際にプレーするこ
とで協調性やリーダーシップ、フォロワーシップを身につける。ま
た、試合の計画や結果、試合中のプレーを動画撮影するなどして、運
営から試合の実施に至るすべての過程をまとめて授業の最終回に発表
をすることで情報端末等の操作技能を向上させることやプレゼンテー
ション能力を向上させることを目的とする。

一
般
科
目

必
修
科
目

芸術

本授業は、「音楽」「美術」「書道」について講義および演習形式で
実施する。「音楽」「美術」「書道」を通して、自己をどのように表
現すればいいかという方法や作品を鑑賞することによって得られたイ
メージを文章で表現できるようにする力を身につける。また、自己で
表現したものを自身や他者から評価されることに対して思考すること
や他者を評価し、意見交換などすることによってコミュニケーション
能力などを身につける。

一
般
科
目

必
修
科
目

英語

本授業は講義および演習形式で行われ、「読む」「聞く」「書く」
「話す」の４技能を総合的に育成する。様々な内容の題材を通じて、
異なる文化や習慣、価値観、幅広いものの見方や考え方を読み取って
いく。書き手や話し手の意図を把握するためのタスク活動に取り組む
ことにより、「読む力」・「聞く力」を身に付ける。また、読んだこ
とや聞いたことに対して、情報や自身の考えを英語で表現できる基礎
的な能力を養う。さらには、英文法の基本的なルールを体系的に修得
し、段階的・継続的に語彙力を強化することで英語学習の基礎を築く
ことを目的とする。

一
般
科
目

必
修
科
目

科学英語

本授業は講義および演習形式で行う。４年「科学英語」では、科学技
術的内容や一般教養的な内容、時事問題を含むリーディング教材を読
み、課題解決に必要な情報を英文から見つける能力、語彙力や文法力
の向上を図るとともに、理解した内容に対して自分の意見を表現でき
る能力の育成を目的とする。また、５年時は、社会の諸問題に対応す
るエンジニアが遭遇すると想定される場面（問題）を設定し、その状
況に沿った実用的な英語運用能力を用いて、効率的に問題解決ができ
る能力を育成することを目指す。

☆
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一
般
科
目

必
修
科
目

英会話

本授業は主にペアワークやグループ活動による演習形式で行う。ネイ
ティブ講師による実際の生活場面で頻繁に用いられる英語に触れ、英
語の音声的な特徴に注意しながら、既習の英単語・表現・文法を駆使
して、日常的で身近な内容や実社会に於いて遭遇する可能性が高い場
面に関して積極的に英語を用いて自己表現できる力や態度を段階的に
育成する。同時に、問題解決力・観察力・決断力など、実社会で英語
を用いて、状況に応じた自己表現を可能にするコミュニケーション力
の素養を身に付けることを目的とする。

一
般
科
目

必
修
科
目

コミュニケーション

本授業は講義および演習形式で行う。英語によるコミュニケーション
能力を発展させることを目的とし、語彙力・文法力・リスニングスキ
ル・リーディングスキル・自己表現力を総合的に発展させることを目
指す。４年時は、TOEIC教材を用いて、それまでに学習した内容を再
構築すると同時に、新たに修得した内容も組み合わせることで修得知
識の効率的な活用を図り、リーディング力とリスニング力および語彙
力、文法力を強化する。また、５年時は、実際の場面と結び付いた言
語活動を通じて、学生の英語で表現する力を強化することを目指す。

☆

一
般
科
目

必
修
科
目

リベラルアーツⅠ

講義ならびに演習形式で授業を実施する。
AI時代においてどのような学びが必要かを考え、高専での学びに主体
的に取り組む姿勢とその方法を身につけることを目的とする。
物事への疑問の持ち方、問いの立て方、信頼できる情報の検索方法、
Microsoftの基礎的な技能（Word、Excel、PowerPoint）、およびそれ
らをもととしたデータサイエンスの基礎をそれぞれグループワークや
発表を含む演習形式で学ぶ。

一
般
科
目

必
修
科
目

リベラルアーツⅡ

講義ならびに演習形式で授業を実施する。
１年次のリベラルアーツⅠや一般科目群をもととし、それらを３年次
のグローカルリテラシーや専門の研究につなぐための基礎力を身につ
ける。研究への取り組み方、論の立て方、スライドおよびポスターで
のプレゼンテーションの方法、レポート・論文での文章の書き方（一
文一義・構成・パラグラフライティング・主張と根拠の区別）を学
ぶ。専門的な内容をわかりやすく説明する力、根拠をもとに説明する
力を身につける。

一
般
科
目

必
修
科
目

地域課題探究

講義ならびに演習形式で授業を実施する。
グローバル化社会において地域を学ぶ意義について知り、歴史・地
理・経済・言語・文学・スポーツツーリズムなどの観点から地域を学
ぶ。講師は本校の専任教員を中心としつつ、外部講師も含めたオムニ
バス形式の講義を実施する。その後、地域を題材にした課題解決型
ワークを学生主体で行い、発表する。以上をもってグローバル社会に
おける地域の意義について主体的に考え、動く力を育成する。

一
般
科
目

必
修
科
目

グローカルリテラシー

本授業は、ゼミ形式の授業形態で実施する。それぞれの学生が学科を
横断してゼミを選択し、グローバルな視点とローカルな視点から課題
を見つけ、探究することによって「前に踏み出す力」「考え抜く力」
「チームで働く力」「複眼的視野」「変動する社会情勢に対応する
力」を育成する。また、ゼミ内でグループをつくり、グループで協働
することや、パワーポイントやポスターを活用したプレゼンテーショ
ン能力、論文を執筆することでアカデミックライティングの仕方を学
び、実践し書く力を身につける。

一
般
科
目

必
修
科
目

デジタルヒューマニティー
ズ

講義ならびに演習形式で授業を実施する。オムニバス形式の授業形態
をとる。
デジタルヒューマニティーズはさまざまなデジタル技術を用いて文化
資源にアプローチする研究手法である。本科目ではこれまでの授業で
学んできたリベラルアーツの知識に情報技術をかけあわせて学生が主
体的に新たな企画・提案をすることを目的とする。
まず、デジタルヒューマニティーズとそれが活かされている実例につ
いて、日本古典文学・近現代文学・歴史学の三領域から学び、それら
の知見をもとに学生自身が新たな企画・提案を発表する。

☆

一
般
科
目

必
修
科
目

情報リテラシー

起動や終了、ファイルやフォルダの操作などのパソコンの基本的な使
い方について学習する。情報基礎、メディア、AI・数理・データサイ
エンスの学習内容についての知識を、動画や確認テストを用いて学
ぶ。パソコンを用いた実習や、グループワークやペアワークを取り入
れたアクティブラーニングなどを用いて、高専生に必要な情報リテラ
シーについて、体験的に学習する。
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一
般
科
目

選
択
科
目

中国語

中国語の実用的なコミュニケーション力養成、会話練習の反復による
発音の定着と聴解力の要請、基本文法修得による応用会話の実践を行
い、これらの言語学習を通して中国の風俗・習慣を理解することを目
指す。声調記号・ローマ字表記をもととする正確な発音の習得、中国
語（簡体字）とピンインの正確な理解と書き取り、基本文法を理解し
た上での本文（会話文）の暗誦と聞き取り、既習の単語や文法を使っ
た簡単な応用会話の実践などをおこなう。

専
門
科
目

必
修
科
目

基礎物質化学

物質化学の実験・研究に携わるための入門編として，これから化学を
学習する上で必要な，物質を構成する元素や化学結合などの基礎知識
を習得する。

専
門
科
目

必
修
科
目

基礎生物工学

バイオテクノロジー・生物工学を学ぶために、生化学がどのようにし
て発展してきたかを学びながら、生化学の基礎知識を習得する。

専
門
科
目

必
修
科
目

工学基礎

工学を学んでいく上で必要となる関数電卓の使用方法を習得し、工学
の基礎である単位や単位換算の方法を関数電卓を利用しながら学習す
る。実験実習の基礎となる濃度の計算を演習中心に学習する。オフィ
ス系ソフトの基本的な使い方を学習する。

専
門
科
目

必
修
科
目

情報セキュリティ基礎

専門分野によらずセキュリティに配慮して情報を正しく取扱うことを
目標とする。

専
門
科
目

必
修
科
目

情報処理

情報倫理の重要性について理解する。コンピュータによる情報処理と
して，文章作成，表計算ソフトをもちいた計算への応用、グラフ作成
方法を学習する。学術情報を適切に探す方法について学習する。化
学・生物系に必要なソフトを使えるようになる。

専
門
科
目

必
修
科
目

プログラミング

様々な情報処理の基礎となるプログラミングについての基礎的な知識
と、プログラミング言語の基本的な文法事項について学習する。さら
に、簡単な問題に対し、アルゴリズムを考えてプログラム化する能力
を身につける。

専
門
科
目

必
修
科
目

データ解析

実験や分析装置で得られる様々なデータの解析方法について学習す
る。誤差やバラツキ等の算出方法とグラフ化について学習し、実際の
データを用いて演習を行う。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

データサイエンス工学

データを処理するための実践的技術について学ぶ。統計的手法を実際
の問題の解決に応用できるよう学習を行う。AI技術について学習し、
実践的に活用できるように演習する。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

分析化学

水溶液中の酸塩基平衡，酸化還元平衡を説明し、溶液内化学平衡を理
解させるとともに，定量的取り扱い，ならびに滴定の理論について学
ぶ。

専
門
科
目

必
修
科
目

無機化学

原子の電子配置に関する事項，各種化学結合と分子の構造に関する事
項，代表的な元素や化合物の性質，結晶構造と格子に関する事項，お
よび錯体に関する基礎事項を学ぶことにより，無機化学に関する基本
的な内容を理解する。

専
門
科
目

必
修
科
目

有機化学Ⅰ

有機化合物の結合、混成軌道、構造と命名法について学習する。演習
問題を解くことによって有機化学の基礎を理解する。

専
門
科
目

必
修
科
目

有機化学Ⅱ

有機化学Ⅰで学習した内容に引き続き，有機化学の基礎（アルケン、
アルキン、共役と電子の非局在化、ハロゲン化アルキル、立体化学な
ど）について学習する。

専
門
科
目

必
修
科
目

有機化学Ⅲ

アルコール、フェノール、エーテル、アミン、およびカルボニル化合
物(アルデヒド、ケトン、カルボン酸とその誘導体)の反応について学
習する。有機合成において重要なエノラー トイオンとその反応、そ
して、有機電子論の基礎を学ぶ。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

有機化学Ⅳ

有機化学Ⅲで学習した内容に引き続き、アルコール、フェノール、
エーテル、アミン、およびカルボニル化合物の反応について学習す
る。有機合成において重要なエノラー トイオンとその反応、そし
て、有機電子論の基礎を学ぶ。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

高分子化学

高分子材料の基礎的な構造、合成法、基礎的特性を理解できるように
する。また、どのような高分子材料がどのような用途に用いられてい
るかを学習する。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

微生物学序論

微生物の構造、形態、分類、性質や取り扱いについて学び、バイオテ
クノロジーの基礎となる微生物学を理解する。
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専
門
科
目

必
修
科
目

生物化学Ⅰ

化学、生物学の基礎知識をもとに生化学の基礎となる化学物質につい
て解説する。また関連する科学英語について、単語の習得および文章
の読解を習得する。

専
門
科
目

必
修
科
目

生物化学Ⅱ

生物化学 I で学習した生化学的基礎知識をの基礎を基にしてタンパ
ク質、酵素、核酸、糖の機能及びその代謝について学び、より全体的
な生物化学の理解を深める。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

生物化学Ⅲ

生物化学Ⅱで学習した内容に引き続き、生化学的基礎知識をの基礎を
基にしてタンパク質、酵素、核酸、糖の機能及びその代謝について学
び、より全体的な生物化学の理解を深める。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

生物工学

生物工学を学ぶ上で、細胞の構造、微生物の性質とその取扱い、微生
物の代謝とその利用法、遺伝子工学技術について学習することを目標
とする。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

物理化学Ⅰ

物理化学は化学現象を物理的な知識に基づいて原子・分子構造から本
質的に理解し、諸特性を定量的に表現しようとする学問である。本授
業では主に気体の基本的な性質と反応速度に関する基礎的な法則を学
習する。

専
門
科
目

必
修
科
目

物理化学Ⅱ

化学熱力学および量子化学を中心に講義と演習により物理化学の考え
方を身につけさせる。予習として予習小テスト、復習として演習問題
と提出課題をだすのでこれらを利用して自学自習させる。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

物理化学Ⅲ

物理化学Ⅱで学習した内容に引き続き、化学熱力学を中心に講義と演
習により物理化学の考え方を身につけさせる。事前に講義資料を、授
業時に演習問題を配布して自己学習に利用させる。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

化学工学Ⅰ

化学工学の基礎（単位、物理量、次元解析、対数グラフ）、流動、伝
熱に関する講義・演習を通して、化学プラントにおける機械的エネル
ギー収支・熱エネルギー収支を検討するための能力、流体輸送・伝熱
装置を設計するための基礎知識を修得する。

専
門
科
目

必
修
科
目

化学工学Ⅱ

化学工学Ⅰの内容を踏まえ、蒸留、吸収など流体の分離操作とそれら
が関係する化学工業プロセスについて学習し、化学工学的手法による
化学装置設計の基礎を習得する。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

反応工学

種々の化学反応における成分の濃度やモル分率と反応率との関係を学
習する。物質収支を用いて種々の反応器の設計に重要な設計方程式を
学習する。さらに、反応器の違いを理解し、反応速度解析を学習す
る。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

プロセス解析工学

粉体に関する機械的分離操作とそれらが関係する化学工業プロセスに
ついて学習し、化学工学的手法による化学装置設計の基礎を習得す
る。化学プロセスに関する実データを用いた解析を行う。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

確率統計

事象を定量的・定性的に分析する意義を理解する。その上で、基礎的
内容として、データの収集方法、分析方法を中心として、確率論・統
計学の基礎について学ぶ。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

一般物理

物理で学習した内容を踏まえ、力学と電磁気学の内容について学ぶ．
力の合成、モーメント、運動、エネルギー、電場・磁場等の概念や法
則、計算方法について学習する。演習をを通じて理解を深める。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

機器分析

紫外可視吸収、赤外吸収、核磁気共鳴吸収、質量スペクトルによる有
機化合物の構造解析およびX線回折分析などによる無機化合物の定
性、定量分析法について学ぶ。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

機能材料科学

化学で学習した内容を踏まえ、実社会で用いられている様々な材料に
ついて学習する。材料に求められる特性や材料の製造方法、高機能化
等について学習を行う。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

細胞・遺伝子工学

生物学・生化学の基礎知識をもとに細胞・遺伝子工学技術の基本原理
とその利用について解説する。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

環境工学

化学工業発展の歴史を通して公害、薬害、環境問題について学習す
る。その対策や測定方法等について主に講義形式で授業を行う。ま
た、化学産業の全体像、化学工業の資源（石炭、石油、天然ガス）、
これらを原料とする化学工業プロセスについて学習する。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

計算科学

計算機を用いて現象の解明やシミュレーション等の計算を行う。理論
と実験との違いを理解し、有用な活用方法を学習した上で、実際の例
題を対象に解析演習を行う。

☆
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専
門
科
目

必
修
科
目

創作実習

様々に応用されている化学と生物の知識と技術を体験し、物質工学の
初歩となる素養と意欲を身につける。指導教員の指導により設定され
たテーマを実習する事で、化学的な基礎と応用の一面を理解する。実
習により学習した事を自分で組み立てて発表する。発表しないものは
レポートとして提出する。

専
門
科
目

必
修
科
目

物質化学実験１

【微生物学実験】微生物培養、観察などの実験を通じて、バイオテク
ノロジー分野の基礎実験で用いる実験器具の使用法や基本操作及びレ
ポートの書き方を修得させる。
【分析化学実験】化学分析の基本操作の習得と重量分析における重量
分析係数、容量分析における酸塩基反応、沈殿反応、酸化還元反応の
数量的関係を学ぶ。

専
門
科
目

必
修
科
目

物質化学実験２

基本的な実験操作を習得させ，実験を通じて無機化学，有機化学，化
学工学および物理化学を理解させる。器具や装置の取り扱い法および
報告書の書き方を学ぶ。

専
門
科
目

必
修
科
目

物質化学実験３

基本的な実験操作を習得させる。実験を通じて無機化学，有機化学，
化学工学および物理化学を理解させる。実験結果の検討と整理の方向
付けの基礎を習得させる。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

物質化学実験４

研究で実際に使用している分析機器を使って実験し，生物反応および
化学物質の分析について理解を深めるとともに，実験を通して利用し
た機器の原理や取り扱い方法を修得する。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

物質化学実験５

提示された実験テーマの中から１件選択し，その実験について前期期
間をかけて，実験計画（実験の意義・理解）・安全で適切な実験操
作・適切な解析・充分な考察・適正な報告書作成に取り組む。

☆

専
門
科
目

必
修
科
目

卒業研究

一般教養科目，専門科目および実験実習でこれまでに学んだ知識と技
術を活用し，研究計画，研究方法，論文作成方法，プレゼンテーショ
ン方について修得する。

専
門
科
目

選
択
科
目

ロジスティクス

原材料調達から生産・販売に至るまでの間で，各過程において「も
の」の流れと保管を適切に調整し管理していくことが重要である．
本講義では，全体の流れを効率的に管理するために必要となる，関連
する情報の計画・制御の手法，流れ全体としての最適化について触れ
る．また，各過程における保管行程において，現在多く導入されてい
る搬送ロボットや産業用マニピュレータ等による自動化・省力化につ
いても学習する．

専
門
科
目

選
択
科
目

ロボット工学基礎

産業用マニピュレータに代表されるロボットを用いて自動化・省力化
を実施するためには，ロボットに対して必要となる作業指示を適切に
行わなければならない．３次元空間上の作業指示を行う際，二つの観
点で議論をしなくてはならない．
本講義では，まず，作業に適したロボットの基本構成や機構，それら
機構を組み合わせて得られるロボット全体の構造について触れる．そ
して，必要とするロボットの運動を３次元空間的な幾何学関係から論
じる運動学について学習する．

専
門
科
目

選
択
科
目

半導体工学概論

半導体は私たちの生活に不可欠であり重要な役割を果たしている。本
講義では、半導体の基礎物理からデバイスの基礎を学び、その製造方
法までを総合的に学習する。講義は、企業や研究機関の外部講師によ
るオムニバス形式の講義を行い、企業や研究機関の見学も行う。講師
については、半導体関連企業講師８回、大学研究者４回、工場見学２
回、ガイダンス（本校教員）１回で実施する。

専
門
科
目

選
択
科
目

半導体製造プロセス

本講義では日常利用されているスマートフォンやパソコンの中にある
半導体デバイスがどのようなプロセスで製造されているのかを学ぶ。
半導体デバイスの種類、その製造方法、品質管理、利用される技術や
装置を学ぶ。講義は、企業や研究機関の外部講師によるオムニバス形
式の講義を行い、企業や研究機関の見学も行う。講師については、半
導体関連企業講師８回、大学・研究機関の研究者３回、工場見学およ
び学外訪問３回、ガイダンス（本校教員）１回で実施する。

専
門
科
目

選
択
科
目

画像工学基礎

コンピュータによるデジタル画像の取得、および、特徴量の抽出に必
要となる各種処理アルゴリズムについて、演習をとして学ぶことを目
的とする。
・基本的な画像処理の理論を説明できる
・基本的な画像処理アルゴリズムを実装できる。
・抽出したい特徴量を画像処理アルゴリズムを用い抽出できる。
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専
門
科
目

選
択
科
目

ＩｏＴ基礎

Internet of Things(IoT)技術は、Society5.0を実現する社会におい
て必要不可欠な技術である。本講義では、IoT技術に必要なセンサお
よび通信方法についての基礎を学ぶ。講師については、半導体関連企
業講師８回、大学・研究機関の研究者３回、工場見学および学外訪問
３回、ガイダンス（本校教員）１回で実施する。

専
門
科
目

選
択
科
目

機器分析基礎

分析装置を用いた分析はものづくりにおける品質を管理するために広
く利用されている。本講義では、化学・生物工学科の研究や実験で使
用されている分析機器を用い，物質や材料の分析の基礎について理解
を深める。また、実験を通して利用した機器の取り扱い方法を修得
し、得られたデータの解析を実践する。分析機器として、SEM,XRD,
レーザー回折粒度測定,接触角測定,粘弾性体圧縮試験等を予定してい
る。

専
門
科
目

選
択
科
目

社会実装技術

情報化技術の進展に伴い、ものづくりの技術や装置もDX化している。
このようなDXものづくり装置の取り扱い方法を修得し、学生自身が考
えたものを作れるようにしてアイデアコンテストやものづくりコンテ
スト等に活用できるようにする。ものづくり装置を活用した実習内容
として、3DCAD,3Dプリンター,簡易旋盤,簡易レーザーカッター,オシ
ロスコープ,デジタルマイクロスコープ等を予定している。

専
門
科
目

選
択
科
目

離散数学

連続的な量の解析では、微分や積分といった操作が重要になる。一方
で、近年のデジタル化によって、離散的な量の解析も重要になってい
る。本科目では、離散数学の基礎として、グラフ理論と組合せ論の基
本とその化学への応用とネットワークへの応用などについて学び、離
散的な量の解析について触れる。また各自の専門分野への応用につい
て考えることができるようになる。

専
門
科
目

選
択
科
目

工場実習

企業等の現場において現実の課題に取り組むことにより実務能力を高
める。職業意識の育成を図る。
本科目は、企業で実務を担当している技術者や経営者との交流および
企業研修を通じて、実社会で必要となる素養を身につける体験・実践
型形式の授業である。

専
門
科
目

選
択
科
目

技術国際研修

海外の学校及び企業などとの交流を通して国際的な視野と感覚を養
い，国内外にとらわれることなく活躍できる国際的技術者としての素
養を身につける。
本科目は、企業で実務を担当している技術者や経営者との交流および
企業研修を通じて、実社会で必要となる素養を身につける体験・実践
型形式の授業である。

専
門
科
目

選
択
科
目

国際研修Ⅰ

海外の学校や企業等の組織において、語学力や異文化理解など国際的
に活動する基礎能力を、実践活動を通して楽しみながら学習する。
１．異国での体験活動を楽しむことができる。
２．共通語として英語を使える基礎的な言語能力を身につける。
３．訪問先の人々と学習や生活を共にする交流体験を通して、異文化
を理解し共感できる。
４．海外の訪問先で学んだ経験や知識等の成果を総括できる。
５．海外で学んだ体験を自らの言葉で伝えることができる。

専
門
科
目

選
択
科
目

国際研修Ⅱ

海外の学校や企業等の組織において、語学力や異文化理解など国際的
に活動する基礎能力を、実践活動を通して楽しみながら学習する。
１．異国での体験活動を楽しむことができる。
２．共通語として英語を使える基礎的な言語能力を身につける。
３．訪問先の人々と学習や生活を共にする交流体験を通して、異文化
を理解し共感できる。
４．海外の訪問先で学んだ経験や知識等の成果を総括できる。
５．海外で学んだ体験を自らの言葉で伝えることができる。

専
門
科
目

選
択
科
目

イノベーション創成Ⅰ

起業家の生き方やその精神（アントレプレナーシップ）を様々な体験
から学ぶことで、社会における自分のあり方や困難に対峙する力を学
ぶ、実践的な授業である。
１．主体的な行動により情報を収集し、社会に必要な技術や動向を説
明することができる。
２．様々な経験を通じて、社会における自分のあり方（価値や目標）
や困難を解決する策を説明・提案することができる。
３．学外や学内の関係者と目的・目標を共有し、積極的に協働するこ
とができる。
４．考えや成果を、プレゼンテーション等の様々な手法を用いて発信
することができる。
５．将来の夢を語ることができる。
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専
門
科
目

選
択
科
目

イノベーション創成Ⅱ

起業家の生き方やその精神（アントレプレナーシップ）を様々な体験
から学ぶことで、社会における自分のあり方や困難に対峙する力を学
ぶ、実践的な授業である。
１．主体的な行動により情報を収集し、社会に必要な技術や動向を説
明することができる。
２．様々な経験を通じて、社会における自分のあり方（価値や目標）
や困難を解決する策を説明・提案することができる。
３．学外や学内の関係者と目的・目標を共有し、積極的に協働するこ
とができる。
４．考えや成果を、プレゼンテーション等の様々な手法を用いて発信
することができる。
５．将来の夢を語ることができる。

　る場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書類を作成する必要はない。

（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　専門職大学等又は専門職学科を設ける大学若しくは短期大学の授業科目であって同時に授業を行う学生数が４０人を超えることを想定

　するものについては，その旨及び当該想定する学生数を「備考」の欄に記入すること。

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようと

　する場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとす
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入学
定員

編入学
定員

収容
定員

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

佐世保工業高等専門学校 学科の設置（認可又は届出）

機械工学科 40 200 機械制御工学科 45 225 学科の設置（認可又は届出）

電気電子工学科 40 200 電気電子工学科 45 225 定員変更（5）

電子制御工学科 40 200 情報知能工学科 45 225 学科の設置（認可又は届出）

物質工学科 40 200 化学・生物工学科 45 225 学科の設置（認可又は届出）

－ －

専攻科 専攻科
複合工学専攻 16 32 複合工学専攻 16 32

計 16 - 32 計 16 - 32

900

佐世保工業高等専門学校　設置申請に係わる組織の移行表

令和６年度 令和７年度

計 160 800 計 180

<留意事項>
１．本科（専攻科）の改組を行う場合にも、専攻科（本科）の各項目について記載するこ

と。

２．変更の事由に応じて、学科名、入学定員、編入学定員、収容定員などに下線するこ

と。

３．左欄（開設前年度）は、下線不要。

-組織の移行表-1
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